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　市では、飛騨市学園構想の「世代を

超えた学び合い」の取り組みとして、

学校と危機管理課、地域の防災士会

とが連携して地域防災を学ぶ取り組

みを進めています。

◆防災士と中学生による訓練

　市では令和４年度から避難所運営

協力防災士制度という独自の制度を

スタートしており、77名が登録して

います。これは災害時に市職員と防

災士が協働して指定避難所の運営を

行う制度であり、市の避難所訓練に

参加した防災士を認定する仕組みで

す。

　今年度は11月10日（日）に古川中学

校にて１年生110人と協力防災士40

人による避難所設営訓練を開催しま

した。

◆初めての協働訓練

　実践的な訓練を行うことにより

防災を身近に捉え、自分事として考

え、自ら取り組めるようにすること

を目的とした今回の訓練では、市内

外の多くの企業や関係者の協力によ

りこれまでにない本格的な訓練を開

催することができました。

◆食寝分離と「Ｔ・Ｋ・Ｂ」

　食寝分離の文字通り、食べる場所

と寝る場所を分ける事を体現するた

めに校舎内に「仮設食堂」を設置し、

南吉城調理師会の協力により地元食

材を使った防災食を中学生が調理し

ました。

　また、避難所の衛生環境を整える

ため「Ｔ（トイレ）・Ｋ（キッチン：食

事）・Ｂ（ベッド：寝床）」を整えるこ

とが重要である事を学びました。

学校教育課 0577-73-7494

　雪まじりの雨の中、研修企画部が計

画した視察研修が行われました。行き

先は、富山市にある四季防災館です。

　この施設は、体験型学習施設で、富

山県広域消防防災センター内にあり

ます。防災士会会員15名で行ってきま

した。

　今回は、視察研修の中で体験したこ

とや、研修を通して感じたことを紹介

します。

【地震体験】

　マグニチュード１から７まで順に

揺れを体験しました。

　揺れがくると分かっていても強い

揺れになると立っているのを保つこ

とが難しかったです。

　これでは不意に揺れがきたら倒れ

たりしてしまうかもしれないと思い

ました。

【煙体験】

　煙の充満した狭い部屋に入り、壁つ

たいに出口へ出る体験をしました。前

が全く見えず恐怖を感じました。

　声出しをすることや、壁をつたい腰

をかがめて歩くことで、煙を吸うこと

や転倒のリスクを減らすことにつな

がると分かりました。

【暴風雨体験】

　カッパにゴーグルをつけた状態で、

雨風が徐々に強くなる状況を体験し

ました。

　周りが見えにくくなり前に進むこ

とが難しく、かなりの危険を感じまし

た。

【流水体験】

　全身防水スーツを着た状態で水が

ある場所を歩く体験でした。水深がど

んどん深くなり流れも早くなる状況

で長靴を履いたままだと歩きづら

かったです。

　実際に体験して、長靴では水が入る

可能性もあることに気づき、しっかり

と脱げない靴を履くことも大事だな

と感じました。

おまかせさん

飛騨の
おまかせさん

飛騨の防災防災

プロの料理人と中学生による防災食づくり

　今回の視察研修を通して実際に体験する中、これまで知識として知って

いただけの災害状況を身をもって理解することができました。　　

　今後の防災講座において実体験として話す事ができ、市民の皆さんによ

り分かりやすく状況を伝えることができると感じました。

　子どもから大人まで幅広く勉強出来る、素晴らしい施設でした。

㊺

多様な人と協働した

　　　　避難所設営訓練
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　親の終活はどのように進めたらよ

いのかという疑問や心配を持つ人は

案外多いのではないでしょうか。

　親も元気であれば、自分の力で終

活を進めることができるのですが、

歳を重ねるにつれ体力や判断力が衰

えてくると、出来なくなる可能性が

高いのです。

　親に終活を始めてほしい場合、た

だ単に「終活してほしい」と言うの

ではなく、お正月やお盆など家族が

集う時を利用して、まずは家族で将

来について話し合うことが大切で

す。

　準備すべき事柄としては、最初に

エンディングノートを書いてもらい

ましょう。この時もただ「書いて」

と言うだけでなく、その中には家族

との意思疎通を図っておくべき項目

も多いので、お互いに確認しあいな

がら書いてもらいましょう。

　この時に財産管理の情報を共有し

ておきたいものです。親が病気やケ

ガなどで判断能力が低下した場合、

金融機関口座の財産管理などは出来

なくなる恐れがあるからです。

　また、相続に関するトラブルを避

けるため、遺言書を書くことも話し

合っておくと安心です。

　そのほか、自宅の物品整理や片付

けも、親と一緒に少しずつ行ってお

くことをおすすめします。時には、

捨てる捨てないで揉める事もあるか

もしれませんが、無理強いはせず、

今は捨てられなくても、その物の行

く末はどうしたいのかという希望だ

けでも聞いておくことが大切です。

　終活は非常にデリケートな部分も

あるので、なかなか話しにくいもの

ですが、話すことをためらってばか

りいると、時に問題を大きくしてし

まうということもあります。

　終活を行う年齢に決まりはありま

せん。早め早めに家族で話し合って

いくことが大切です。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

大切なのは
家族での話し合い

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その58＞
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　飛騨市民病院は、昨年、飛騨市と

ともに20周年を迎えました。

　これまで特に取り組んできたのは

医師不足対策です。常勤医の著しい

減少によって、一時は最低で３名と

なりました。大学病院からの派遣を

依頼しても、常勤医の派遣は容易で

なくなっており、人材育成と教育に

力を入れ、自ら育てる方針に舵を切

りました。

　努力の成果として、初期研修医が

毎年、県内外にある10ヶ所の大きな

病院から一人１ヶ月間ずつ、合計で

40名を超えて来てくれるような人気

病院となりました。

　併せて常勤医も徐々に増加し、現

在は６名となっています。また、卒

後３年を超えた専門研修専攻医が１

～２名、さらに常に初期研修医が３

～４名いることで、医師数は10名を

超えるまでにＶ字回復しました。こ

のような取り組みを学会等で発表し

ており、当院は全国から大いに注目

されています。

　一方、看護師の確保は、「里山

ナースⓇ」のネーミングを用いた当

院独自の院内認定制度を立ち上げ、

看護師の教育研修にも力を入れてい

ます。その結果、在職中の看護師の

モチベーションが向上するととも

に、新人看護師も入職するようにな

り、これも全国から注目されていま

す。

　しかしながら、看護師不足は依然

として深刻で、現在もギリギリの人

数でなんとか運営しています。

　さて、今後は地域の人口減少と著

しい少子高齢化が一層深刻になる中

で、現在の建物も築34年を過ぎ、老

朽化も進行しています。当院のこれ

からのあり方についても検討が必要

です。年々自然災害が甚大になって

いる地球環境において、建物の災害

対策も無視できません。

　当地域としては、皆様の命と健康

を守り続ける使命を全うしつつ、将

来当院がなすべきこと、そうでない

ことなど医療の需要や実情に応じた

姿を、地域の皆様と共に考えていか

なければなりません。今後とも温か

いご支援をよろしくお願いします。

飛騨市民病院

0578-82-1150

飛騨市民病院20周年
これまでとこれから

管理者兼病院長　黒木　嘉人


